
「貯蓄に関する世論調査」よりみた生活意識

について

大 谷 陽 子

緒 言

.「結婚に関す る意識調 査」に続 いて 「生活 設計 に関す る生活意識調 査」(立

主女子大学短 期大学部紀要第12集 掲載)を 行ない、生 活設計 と生活意 識 と

が必ず しも一致 していな点 を指摘 した。そ こで今回は、生活設計 と不可分 の

貯蓄 が・年代 のちがいによ り、 どのよ うな生活意識 の もとで行な われ ている

か を知 りたい と思い、貯蓄増強 中央委員会 の 「貯蓄に関す る世論 調査」(昭

和3・ ～43年)を 用 いて、資料の整理 を試 みた。

資料整理の方法

「貯蓄 に関す る糧論調査」(昭 和39年 ～43隼}の 平均 を資料 より算 出

した。

結果及び考察

貯 蓄 の 目 的 子係の教育や結婚のための貯蓄

病気や不時の災害に備えて

図1 図2
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老後のたみの貯蓄

土地や家屋の買入れや修理改接
のため

30

まとまった物品購入のための

貯蓄

図5

余暇を楽 しむための貯蓄

納税のために

図6

特に目的はないが,貯 蓄 していれば

安心だから
30
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過去 丁年間 の貯 蓄の使途

病気や不時の災害に

靠地家屋購入等

図11

子供の教育,結 婚のため

図12

納税のため 余暇のため

図14
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ee貯蓄 の 目的Hに つ いては 図1に 示 す よ うに 、各 年 代 とも ・ 「病 気や 不時

の 災害 に備 え て とす る世 帯 が 非 常 に多 く70%代 を 占 め て い る 。40代 以

下 の世 帯 と50代 以 上 の世 帯 とや1傾 向が ちが つて きて い る。 「特 に 目的 は

な いが 貯蓄 して いれ ば安 心 だか ら」 とす る世 帯 が20オ 以下 と60オ 以 上

の世 帯 に 多 く、30代 ～50代 世帯 で は少 な い。 どち ら も比 較 的漠 然 とした

貯蓄 の 目的 と もいえ るが、 この よ うな傾 向 の差 は次 の事項 か ら説 明す る こ と

がで き る と考 え る。

「子供 の教 育や 結婚 資 金 に あ て るた め」 とす る世 帯 は、年 代 別 に か な り著

しい 差 が あ り、結 婚後 間 もな い29オ 以 下 の世帯 で は子 供 が い な い か又 は ・

幼 いた めに 関 心 が うす く、60オ 以 上 の世 帯 で は子供 の教 育 も終 り・独 立 し

て しま うた め に 当然 の結果 で ある 。一方 、30代 糧帯 では 箸 しい増 加 とな り・

40代 世 帯 で ピー クに達 し てい る 。(図2)こ れ は家 族 周期 と貯 蓄 の 目的 と

が 同調 して い る。

「土 地 家 屋 の買 入 れや 修理 改 装 の ため 」 に貯 蓄す る世 帯 は ・30代 世 帯 以

下 に に多 く、40代 世 帯 よ り滅 少 して い る。(図3)過 去1年 間の 貯蓄 の使

途 として 、 こ の 目的 に使 用 した世 帯 の状況 は図11に 示す 通 りで ある。両 者 を

合 わせ て考 え る とす る と、30～40代 まで に住 居へ の 基礎 づ くりをす る と

み られ る。 一方 、 世帯 主収 入 で 消 費支 出 を賄 うこ とので きるの は、54オ ま
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でで ありそ の数 は・世 帯主収入を上廻 る消費支 出 とな り、40オ 代が簸 も余

裕の ある時 期で ある。 この ことか らも50代 へ、住 居のための資金 づ くりは

期待 しえない ことがわかる。そ して、50オ までに一応住居づ くりを終 える

世帯 が多 い とみ られ る。

「老後の生活 のた めに」貯蓄す る世帯 は、29オ 以下の世帯 を底 として、

年代 と共に急増 してお り、老後を迎 えた60オ 以上 の世帯が最 も多 くな つて

い る。 これは核家族 化に よる老 人世帯 の問題 、平均寿命 が延び ることで 生活

不安・物価変動 に よる保有貯蓄へ の不安、不十分な社会保障 と老 後の経 済生

活へ の不安 の結果 ともみ ることがで きるのではなか ろ うか。29オ 以下 の世

帯 では耒 だ老後 を考 えるには余 りに も若す ぎ、 とて も生活設 計に もり込むだ

け の自覚 がない と見 られる。む しろ、 目前の 「まとまつた物 品を購入す るた

め」 とか・ 「余暇生活 を楽 しむため」 の貯蓄が どの世代の場 会 よ り鵡多 いの

である(図5、 図7)。

「ま とま つた物品を購入す るため」 の貯蓄は30オ 代以下 の世 帯に多 く、

4◎ オ代以 土の世 帯で は余 り変化 がない。これは30オ 代 以下 の若い世帯で

は家族構成 の変化、子供 の成長 と新 たな生活財 を必要 とす る時代 で もあ り、

また若 いが故 に新 製晶の順 応 もはや く、生活に持込 みやす い条件 を備え てい

ることも影響 しているといえ る。過去1年 間の この費 冒への貯蓄使用状況 を

み ると・傾 向と しては、貯蓄の目的 と同 じであ るが、夫 々の世代轡帯に 於て

貯蓄 の目的 で示 した割合の約2倍 の貯蓄使用世帯率 が示され てい る。前に述

ぺ た無 目的貯蓄 〉'さ れるのかも知れな いが、 ま とま つた物 品購入 とい うもの

が必ず し_._.:.般的には計画的にその資金 が用意 される ものでない ことを示 し

ている と考え る。 この ことと同 じ ことは 「納税 のための貯蓄」 について もい

え るので ある。(図6、 図13)

「旅 行な ど余暇 を楽 しむため」 の貯蓄は29オ 以下 の世帯 が最 も多 く他 の

年代 の世帯 をはるかに上 廻 つている。(図7)一 方、過去1年 間におけ る

貯蓄の使途 において 亀同 じ ような結果 で あるが、 この場合 も貯蓄 の 目的 に余

暇生活の資金を考 えている世帯 より、 実際 に貯蓄 を余暇 生活 のために使用 し

た世帯が・30～50オ 世帯で多 くな つている。 このことは、既に述べ て き

た・子供 の教 育や結婚、住宅資金 、老後 の生活資金 と生活設 計で の大 きな課

題 に直面 しているこれ らの鉦代の世帯 では、 は つきりと余暇生活資金 と して

目的を もたせ て貯蓄す る金銭的余裕 と、精神的余裕 がな くな つている。m

子供 たちが青年期 にな る40オ 代の世 帯では生活費 もかな り負担 が多 くなる

ことか ら、余裕 的な分野へ は出費 をさけたい と考え るので あろ うが、現実 の
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生 活 で 、余暇 生活 を全 く否 定 す る こ とはで きな い こ とか ら・ これ また計 画 的

で な い方 法 で 出費 され て い く とみ て よいだ ろ う。60オ 以 上 の世 帯 で は余 暇

生 活 へ の関 心 も高 くな り、生 活 を楽 しみ た い とい う考 え が流 れ て い る。 これ

は図22を み て も明 らか で あ る。
n貯 蓄す るた め の心 がけuに つ い て み る と、 「む だ を省 いた り節 約 した り」

と心 が け て い る世 帯 は50オ 以 上 の 世帯 に多 く・30代 世 帯 が最 も少 な いの

で あ るが 、 これ は30代 世 帯 が、 生 活 の無 駄 を省 くこ とに関 心 が 低 い とみ る

よ りはむ しろ、 図73～15に 表 わ れ て い る よ うに、 天 引 貯蓄 を した り・ 副

業や 内職 に よる収入 増 を はか つて貯 蓄 に まわ した り・ 臨 時収 入 を極 力貯 蓄 に

振 り向け る とい う積極 的 な 貯 蓄へ の姿 勢 が・ 消極 的 な無 駄 を 省 くこ とに よる

貯 蓄 へ の依 存 度 を上 まわ つた とみ るべ きだ と思 う。

貯 蓄 のた めの 心 がけ
節 とも 決った額を天引 して貯蓄をふやす



貯蓄に対する考え方

生活をきりつめて努めて貯蓄する

30(%}

貯蓄のために或程度やりくりするのも

図20

Nく らか余裕があれば貯蓄 した方が

(%}よ い。

図21

まず毎月の生活を楽しむ

圃

10
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貯蓄の方法

毎月決っarを 貯蓄する 毎月貯蓄する額はきまっていない

図24 図26

毎月とは限らず余裕のあったとき

貯蓄する

毎月の収入からは貯蓄しない

図25 図27

28一



これ はn貯 蓄 に対す る考 え方"の うち、 貯 蓄 の た めに 或程 度 や り くりす る

の も仕方 がな い と考 え てい る世帯 が 多 い こ とか らも理解 され る。(図17》

30～40代 世 帯 が、 前述 の よ うな 生活 の課 題 を抱 え、 そ れ に対 処す る態 度

も、他 焦 代 に 比 して積極 的 で あ り、計 画 的 で あ る。et貯 蓄 の方 法uを み て も

毎 月決 つた額 を 貯蓄 してい る の も この 隼 代 の糧 帯 が 多 い 。 しか しな が ら、30

代以 下 の若 い世 帯 で は、 生活 を き りつ め て努 めて 貯蓄 しよ うとい う考 え は、

40代 以 上 の世 帯 ほ どな く、単 にや り くりに よ つて賍蓄 し よ うと考 え て い る。

60オ 以 上 の世 帯 で は、 い くらか 余 裕 が あれ ば した 方 が よい と考 え る世 帯 が

48.1%も あ る。 貯蓄 の方 法 もま た 、毎 月 とは限 らず 余 裕 の あ つた とき にす

る世 帯 が41.5%と 、他 の年代 の世 帯 よ り も可 成 り多 くな つて い る。 これ は

生 活 の ウエ イ トが既 に 軽 くな つて い る こ とを立 証 して い る と もいえ る。 そ の

限 りに於 い ては 、 必ず し 屯老後 の生 活 を 前述 ほ どに は不 安 に考 え て いな い向

き も推 察 され る。

ま とめ

世 論 調 査 の結 果 か ら、 貯蓄 を通 してみ た 生活 意 識 の各 年 代 に おけ る差 違 は、

生活 周期 と非 當 に関 係 が あ る と思 わ れ る。但 し、生活 周期 が 前 提 とな つ て、

当初 か ら計 画 的 に 貯蓄 が行 なわ れ た り、 生活 態 度が 定 め られた りす るの で は

な く、 む しろ、 或 る資金 の必 要 性 を 身近 に感 じ うる時 期 に な つて、 貯 蓄 計画

がす 丶め られ るので あ り・大 きな計 画 や ・不時 の..'_へ の対 策 は考 え られ

る代 りに、 家計 の予算 と同 様 、頭 の 中 で考 えて 削除 、 縮 少可 能 な項 目は 貯 蓄

の段階 で も、 そ の対 象 か らは ず され た り、 縮 少 させ られ て い る こ とがわ か つ

た。 しか し、耐 久 消 費 財 の購入 や ・余 暇 生活 のた め の費 用 の準 備 が不 十 分 で ・

重 要 な 貯蓄 計 画 を くずす こ とがな い とは、 云 い切 れ な い ので あ る。現 代 の人

間 が現 在 の 生活 を極 度 に切 りつ め て も貯蓄 を し よ うとせ ず 、 適 当 に楽 しい暮

し を考 えて い る傾 向は 、年 令 とは 余 り関 係 が な い よ うで ある。 しか し、30

～40代 世 帯 に み る よ うに 、家族 周期 の 中 で最 も経 済 的負 担 の 大 きい時 期 に、

止 む を得 ず 余暇 生活 等 の 余裕 に対 し目 をつ ぶ ろ うとして い るが 、現 実 の生 活

で は家族 の要 求 等 に よ り、 必ず し もそ の 考 身、通 りに生 活 しえ な い とい うギ ャ

ップが 生 じるの で あ る。近年 家族 周期 につ いて の研 究 も盛 ん に な つて き てい

るの で 、 その 上 にた ハた経 済 計 画 が若 い世 代 か ら工 夫 され ね ば な らな い 。

今 回 は資 料 の 関 係 で隹 次 的 に、 各 鉦 代 世 帯 の生活 意 識 を追 究 す る こ と がで

きな か つた ので 、 再 び 機会 を得 て この問 鍾 を 扱 いた い と考 え る。
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